
 
 

 

一 

国
会
職
員
の
倫
理
の
保
持
に
関
す
る
法
律
案 

（
目
的
） 

第
一
条 
こ
の
法
律
は
、
国
会
職
員
の
職
務
に
係
る
倫
理
の
保
持
に
資
す
る
た
め
必
要
な
措
置
を
講
ず
る
こ
と
に
よ
り
、
職
務

の
執
行
の
公
正
さ
に
対
す
る
国
民
の
疑
惑
や
不
信
を
招
く
よ
う
な
行
為
の
防
止
を
図
り
、
も
っ
て
公
務
に
対
す
る
国
民
の
信

頼
を
確
保
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。 

（
定
義
） 

第
二
条 

こ
の
法
律
に
お
い
て
「
国
会
職
員
」
と
は
、
国
会
職
員
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
八
十
五
号
）
第
一
条
に
規
定
す

る
国
会
職
員
で
あ
っ
て
常
勤
の
も
の
を
い
う
。 

（
国
会
職
員
の
責
務
） 

第
三
条 

国
会
職
員
は
、
国
民
全
体
の
奉
仕
者
で
あ
る
こ
と
を
自
覚
し
、
公
正
な
職
務
の
執
行
に
当
た
る
と
と
も
に
、
常
に
公

私
の
別
を
明
ら
か
に
し
、
職
務
や
地
位
を
私
的
な
利
益
の
た
め
に
用
い
て
は
な
ら
な
い
。 

（
国
会
職
員
倫
理
規
程
） 

第
四
条 

職
務
の
執
行
の
公
正
さ
に
対
す
る
国
民
の
疑
惑
や
不
信
を
招
く
よ
う
な
行
為
を
防
止
し
、
公
務
に
対
す
る
国
民
の
信



 

 
 

 

二 

頼
を
確
保
す
る
た
め
、
職
務
に
関
係
の
あ
る
業
者
等
と
の
接
触
に
関
し
国
会
職
員
の
遵
守
す
べ
き
事
項
、
国
会
職
員
の
職
務

に
係
る
倫
理
の
保
持
に
資
す
る
た
め
の
研
修
の
実
施
に
関
す
る
事
項
そ
の
他
国
会
職
員
の
職
務
に
係
る
倫
理
の
保
持
を
図
る

た
め
に
必
要
な
事
項
を
定
め
た
国
会
職
員
倫
理
規
程
を
、
両
議
院
の
議
長
が
協
議
し
て
定
め
る
。 

（
贈
与
等
の
報
告
） 

第
五
条 

各
議
院
事
務
局
、
各
議
院
法
制
局
、
国
立
国
会
図
書
館
、
裁
判
官
弾
劾
裁
判
所
事
務
局
及
び
裁
判
官
訴
追
委
員
会
事

務
局
（
以
下
「
議
院
事
務
局
等
」
と
い
う
。
）
に
置
か
れ
る
局
又
は
部
に
置
か
れ
る
課
の
長
の
職
と
し
て
両
議
院
の
議
長
が

協
議
し
て
定
め
る
職
及
び
両
議
院
の
議
長
が
協
議
し
て
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
当
該
職
を
占
め
る
国
会
職
員
が
支
給
を
受
け

る
給
料
（
国
会
職
員
法
の
規
定
に
基
づ
い
て
支
給
を
受
け
る
給
料
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
の
額
と
し
て
両
議
院
の
議
長
が

協
議
し
て
定
め
る
額
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
基
準
給
料
額
」
と
い
う
。
）
と
当
該
職
以
外
の
職
を
占
め
る
国
会
職
員
が

支
給
を
受
け
る
こ
と
と
な
る
給
料
の
額
と
を
比
較
し
、
基
準
給
料
額
に
相
当
し
、
又
は
基
準
給
料
額
を
超
え
る
額
の
給
料
の

支
給
を
受
け
る
こ
と
と
な
る
国
会
職
員
の
職
と
し
て
両
議
院
の
議
長
が
協
議
し
て
定
め
る
職
（
以
下
「
課
長
級
以
上
職
」
と

い
う
。
）
を
占
め
る
国
会
職
員
（
前
年
一
年
間
を
通
じ
て
課
長
級
以
上
職
を
占
め
て
い
た
国
会
職
員
に
限
る
。
）
は
、
次
の

各
号
に
掲
げ
る
場
合
の
区
分
に
応
じ
、
当
該
各
号
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
た
贈
与
等
報
告
書
を
、
毎
年
、
四
月
一
日
か
ら



 
 

 

三 

同
月
三
十
日
ま
で
の
間
に
、
各
本
属
長
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
価
額
の
合
計
額
が

五
万
円
に
満
た
な
い
場
合
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。 

一 

前
年
中
に
会
社
そ
の
他
の
法
人
（
法
人
で
な
い
社
団
又
は
財
団
で
代
表
者
又
は
管
理
人
の
定
め
が
あ
る
も
の
を
含
む
。

以
下
同
じ
。
）
か
ら
、
贈
与
（
相
続
税
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
七
十
三
号
）
の
規
定
の
適
用
が
あ
っ
た
と
し
た
な
ら

ば
贈
与
に
よ
り
取
得
し
た
も
の
と
み
な
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
も
の
を
含
む
。
以
下
同
じ
。
）
に
よ
り
財
産
を
取
得
し
、
又

は
当
該
会
社
そ
の
他
の
法
人
と
国
会
職
員
の
職
務
と
の
関
係
に
基
づ
い
て
提
供
す
る
人
的
役
務
に
対
す
る
報
酬
と
し
て
両

議
院
の
議
長
が
協
議
し
て
定
め
る
報
酬
の
支
払
を
受
け
た
場
合
（
当
該
贈
与
又
は
当
該
報
酬
の
価
額
が
一
件
に
つ
き
一
万

円
を
超
え
る
場
合
に
限
る
。
） 

当
該
贈
与
又
は
当
該
報
酬
の
価
額
の
合
計
額
及
び
そ
の
基
因
と
な
っ
た
事
実
並
び
に
当

該
贈
与
又
は
当
該
報
酬
に
係
る
会
社
そ
の
他
の
法
人
の
名
称
及
び
住
所 

二 

前
年
中
に
会
社
そ
の
他
の
法
人
か
ら
、
当
該
会
社
そ
の
他
の
法
人
と
国
会
職
員
の
職
務
と
の
関
係
に
基
づ
い
て
当
該
国

会
職
員
の
配
偶
者
若
し
く
は
生
計
を
一
に
す
る
子
が
贈
与
に
よ
り
財
産
を
取
得
し
、
又
は
当
該
会
社
そ
の
他
の
法
人
と
国

会
職
員
の
職
務
と
の
関
係
に
基
づ
い
て
当
該
国
会
職
員
の
配
偶
者
若
し
く
は
生
計
を
一
に
す
る
子
が
提
供
す
る
人
的
役
務

に
対
す
る
報
酬
と
し
て
両
議
院
の
議
長
が
協
議
し
て
定
め
る
報
酬
の
支
払
を
受
け
た
場
合
（
当
該
贈
与
又
は
当
該
報
酬
の



 

 
 

 

四 

価
額
が
一
件
に
つ
き
一
万
円
を
超
え
る
場
合
に
限
る
。
） 

当
該
贈
与
又
は
当
該
報
酬
の
価
額
の
合
計
額
及
び
そ
の
基
因

と
な
っ
た
事
実
並
び
に
当
該
贈
与
又
は
当
該
報
酬
に
係
る
会
社
そ
の
他
の
法
人
の
名
称
及
び
住
所 

２ 

各
本
属
長
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
り
贈
与
等
報
告
書
の
提
出
を
受
け
た
と
き
は
、
当
該
贈
与
等
報
告
書
の
写
し
を
国
会
職

員
倫
理
審
査
会
に
送
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

（
資
産
等
の
報
告
） 

第
六
条 

国
会
職
員
は
、
議
院
事
務
局
等
に
置
か
れ
る
局
又
は
部
の
長
の
職
と
し
て
両
議
院
の
議
長
が
協
議
し
て
定
め
る
職
又

は
両
議
院
の
議
長
が
協
議
し
て
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
当
該
職
を
占
め
る
国
会
職
員
が
支
給
を
受
け
る
給
料
の
額
と
し
て
両

議
院
の
議
長
が
協
議
し
て
定
め
る
額
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
基
準
給
料
額
」
と
い
う
。
）
と
当
該
職
以
外
の
職
を
占
め

る
国
会
職
員
が
支
給
を
受
け
る
給
料
の
額
と
を
比
較
し
、
基
準
給
料
額
に
相
当
し
、
若
し
く
は
基
準
給
料
額
を
超
え
る
額
の

給
料
の
支
給
を
受
け
る
こ
と
と
な
る
国
会
職
員
の
職
と
し
て
両
議
院
の
議
長
が
協
議
し
て
定
め
る
職
（
以
下
「
部
長
級
以
上

職
」
と
い
う
。
）
に
任
命
さ
れ
た
と
き
（
国
会
職
員
が
当
該
任
命
の
日
の
前
日
に
お
い
て
部
長
級
以
上
職
を
占
め
て
い
た
場

合
を
除
く
。
）
は
、
当
該
任
命
さ
れ
た
日
（
以
下
「
就
任
日
」
と
い
う
。
）
に
お
い
て
有
す
る
次
の
各
号
に
掲
げ
る
資
産
等

に
つ
い
て
、
当
該
資
産
等
の
区
分
に
応
じ
当
該
各
号
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
た
資
産
等
報
告
書
を
、
同
日
か
ら
起
算
し
て



 
 

 

五 

百
日
を
経
過
す
る
日
ま
で
に
、
各
本
属
長
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

一 
土
地
（
信
託
し
て
い
る
土
地
（
自
己
が
帰
属
権
利
者
で
あ
る
も
の
に
限
る
。
）
を
含
み
、
自
己
又
は
配
偶
者
若
し
く
は

生
計
を
一
に
す
る
子
が
居
住
の
用
に
供
し
て
い
る
建
物
に
係
る
も
の
を
除
く
。
） 

所
在
、
面
積
及
び
固
定
資
産
税
の
課

税
標
準
額
並
び
に
相
続
（
被
相
続
人
か
ら
の
遺
贈
を
含
む
。
以
下
同
じ
。
）
に
よ
り
取
得
し
た
場
合
は
、
そ
の
旨 

二 

建
物
の
所
有
を
目
的
と
す
る
地
上
権
又
は
土
地
の
賃
借
権
（
自
己
又
は
配
偶
者
若
し
く
は
生
計
を
一
に
す
る
子
が
居
住

の
用
に
供
し
て
い
る
建
物
に
係
る
も
の
を
除
く
。
） 

当
該
権
利
の
目
的
と
な
っ
て
い
る
土
地
の
所
在
及
び
面
積
並
び
に

相
続
に
よ
り
取
得
し
た
場
合
は
、
そ
の
旨 

三 

建
物
（
自
己
又
は
配
偶
者
若
し
く
は
生
計
を
一
に
す
る
子
が
居
住
の
用
に
供
し
て
い
る
も
の
を
除
く
。
） 

所
在
、
床

面
積
及
び
固
定
資
産
税
の
課
税
標
準
額
並
び
に
相
続
に
よ
り
取
得
し
た
場
合
は
、
そ
の
旨 

四 

預
金
（
当
座
預
金
及
び
普
通
預
金
を
除
く
。
）
、
貯
金
（
普
通
貯
金
を
除
く
。
）
及
び
郵
便
貯
金
（
通
常
郵
便
貯
金
を

除
く
。
） 

預
金
、
貯
金
及
び
郵
便
貯
金
の
額 

五 

金
銭
信
託 

金
銭
信
託
の
元
本
の
額 

六 

有
価
証
券
（
証
券
取
引
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
二
十
五
号
）
第
二
条
第
一
項
及
び
第
二
項
に
規
定
す
る
有
価
証
券



 

 
 

 

六 

に
限
る
。
） 

種
類
及
び
種
類
ご
と
の
額
面
金
額
の
総
額
（
株
券
に
あ
っ
て
は
、
株
式
の
銘
柄
、
株
数
及
び
額
面
金
額
の

総
額
） 

七 

自
動
車
、
船
舶
、
航
空
機
、
美
術
工
芸
品
そ
の
他
の
動
産
（
取
得
価
額
が
百
万
円
を
超
え
る
も
の
に
限
る
。
） 

品
目

及
び
数
量 

八 

ゴ
ル
フ
場
の
利
用
に
関
す
る
権
利
（
譲
渡
す
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
に
限
る
。
） 

ゴ
ル
フ
場
の
名
称 

九 

貸
付
金
（
生
計
を
一
に
す
る
親
族
に
対
す
る
も
の
を
除
く
。
） 

貸
付
金
の
額 

十 

借
入
金
（
生
計
を
一
に
す
る
親
族
か
ら
の
も
の
を
除
く
。
） 

借
入
金
の
額 

２ 

就
任
日
後
引
き
続
き
部
長
級
以
上
職
を
占
め
て
い
る
国
会
職
員
は
、
そ
の
就
任
日
後
毎
年
新
た
に
有
す
る
こ
と
と
な
っ
た

前
項
各
号
に
掲
げ
る
資
産
等
で
あ
っ
て
十
二
月
三
十
一
日
に
お
い
て
有
す
る
も
の
に
つ
い
て
、
当
該
資
産
等
の
区
分
に
応
じ

同
項
各
号
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
た
資
産
等
補
充
報
告
書
を
、
そ
の
翌
年
の
四
月
一
日
か
ら
同
月
三
十
日
ま
で
の
間
に
、

各
本
属
長
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

３ 

各
本
属
長
は
、
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
資
産
等
報
告
書
の
提
出
を
受
け
た
と
き
又
は
前
項
の
規
定
に
よ
り
資
産
等
補
充
報

告
書
の
提
出
を
受
け
た
と
き
は
、
当
該
資
産
等
報
告
書
又
は
当
該
資
産
等
補
充
報
告
書
の
写
し
を
国
会
職
員
倫
理
審
査
会
に



 
 

 

七 

送
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

（
給
与
外
収
入
等
の
報
告
） 

第
七
条 
部
長
級
以
上
職
を
占
め
る
国
会
職
員
（
前
年
一
年
間
を
通
じ
て
部
長
級
以
上
職
を
占
め
て
い
た
国
会
職
員
に
限

る
。
）
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
場
合
の
区
分
に
応
じ
、
当
該
各
号
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
た
給
与
外
収
入
等
報
告
書

を
、
毎
年
、
四
月
一
日
か
ら
同
月
三
十
日
ま
で
の
間
に
、
各
本
属
長
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
次
の
各
号

に
掲
げ
る
金
額
の
合
計
額
が
五
万
円
に
満
た
な
い
場
合
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。 

一 

前
年
中
に
支
払
を
受
け
た
給
与
以
外
の
収
入
（
国
会
職
員
法
の
規
定
に
基
づ
い
て
支
払
を
受
け
る
給
与
に
係
る
収
入
以

外
の
収
入
（
各
種
所
得
（
所
得
税
法
（
昭
和
四
十
年
法
律
第
三
十
三
号
）
第
二
条
第
一
項
第
二
十
一
号
に
規
定
す
る
各
種

所
得
（
退
職
所
得
を
除
く
。
）
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
の
金
額
の
計
算
の
基
礎
と
さ
れ
る
も
の
に
限
り
、
第
五
条
第
一

項
第
一
号
に
規
定
す
る
贈
与
及
び
報
酬
に
係
る
収
入
を
除
く
。
）
を
い
う
。
）
が
あ
る
場
合 

当
該
収
入
の
金
額
の
合
計

額
及
び
そ
の
基
因
と
な
っ
た
事
実
並
び
に
当
該
収
入
を
支
払
っ
た
者
の
氏
名
（
そ
の
者
が
会
社
そ
の
他
の
法
人
で
あ
る
場

合
に
は
、
名
称
。
以
下
同
じ
。
）
及
び
住
所 

二 

前
年
中
に
国
会
職
員
の
職
務
と
の
関
係
に
基
づ
い
て
当
該
国
会
職
員
の
配
偶
者
又
は
生
計
を
一
に
す
る
子
が
支
払
を
受



 

 
 

 

八 

け
た
収
入
（
各
種
所
得
の
金
額
の
計
算
の
基
礎
と
さ
れ
る
も
の
に
限
り
、
第
五
条
第
一
項
第
二
号
に
規
定
す
る
贈
与
及
び

報
酬
に
係
る
収
入
を
除
く
。
）
が
あ
る
場
合 

当
該
収
入
の
金
額
の
合
計
額
及
び
そ
の
基
因
と
な
っ
た
事
実
並
び
に
当
該 

収
入
を
支
払
っ
た
者
の
氏
名
及
び
住
所 

２ 

各
本
属
長
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
り
給
与
外
収
入
等
報
告
書
の
提
出
を
受
け
た
と
き
は
、
当
該
給
与
外
収
入
等
報
告
書
の

写
し
を
国
会
職
員
倫
理
審
査
会
に
送
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

（
報
告
書
の
保
存
及
び
閲
覧
） 

第
八
条 

前
三
条
の
規
定
に
よ
り
提
出
さ
れ
た
贈
与
等
報
告
書
、
資
産
等
報
告
書
及
び
資
産
等
補
充
報
告
書
並
び
に
給
与
外
収

入
等
報
告
書
は
、
こ
れ
ら
を
受
理
し
た
本
属
長
に
お
い
て
、
こ
れ
ら
を
提
出
す
べ
き
期
間
の
末
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
七

年
を
経
過
す
る
日
ま
で
保
存
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

２ 

何
人
も
、
各
本
属
長
に
対
し
、
前
項
の
規
定
に
よ
り
保
存
さ
れ
て
い
る
贈
与
等
報
告
書
、
資
産
等
報
告
書
及
び
資
産
等
補

充
報
告
書
並
び
に
給
与
外
収
入
等
報
告
書
の
閲
覧
を
請
求
す
る
こ
と
が
で
き
る
。 

（
国
会
職
員
倫
理
審
査
会
） 

第
九
条 

国
会
に
、
国
会
職
員
倫
理
審
査
会
（
以
下
「
審
査
会
」
と
い
う
。
）
を
置
く
。 
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２ 

審
査
会
は
、
次
に
掲
げ
る
事
務
を
つ
か
さ
ど
る
。 

一 
第
五
条
第
二
項
、
第
六
条
第
三
項
及
び
第
七
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
送
付
を
受
け
た
写
し
に
係
る
報
告
書
に
関
し
、

必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
必
要
な
報
告
、
情
報
若
し
く
は
資
料
の
提
出
を
求
め
、
又
は
各
本
属
長
に
監
督
上
必
要

な
措
置
を
講
ず
る
よ
う
求
め
る
こ
と
。 

二 

国
会
職
員
の
職
務
に
係
る
倫
理
の
保
持
に
関
す
る
基
本
的
事
項
を
調
査
審
議
し
、
各
本
属
長
に
意
見
を
述
べ
る
こ
と
。 

３ 

審
査
会
の
組
織
及
び
運
営
に
関
し
必
要
な
事
項
は
、
両
議
院
の
議
長
が
協
議
し
て
定
め
る
。 

（
両
院
議
長
協
議
決
定
へ
の
委
任
） 

第
十
条 

こ
の
法
律
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
こ
の
法
律
の
実
施
に
関
し
必
要
な
事
項
は
、
両
議
院
の
議
長
が
協
議
し
て
定
め

る
。 

（
罰
則
） 

第
十
一
条 

第
五
条
第
一
項
、
第
六
条
第
一
項
若
し
く
は
第
二
項
又
は
第
七
条
第
一
項
の
規
定
に
違
反
し
て
報
告
書
を
提
出
せ

ず
、
又
は
虚
偽
の
報
告
を
し
た
者
は
、
百
万
円
以
下
の
過
料
に
処
す
る
。 

附 

則 



 

 
 

 

一
〇 

（
施
行
期
日
） 

第
一
条 

こ
の
法
律
は
、
平
成
十
年
一
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。 

（
経
過
措
置
） 

第
二
条 

こ
の
法
律
の
施
行
の
日
に
お
い
て
部
長
級
以
上
職
を
占
め
て
い
る
国
会
職
員
は
、
同
日
に
お
い
て
有
す
る
第
六
条
第

一
項
各
号
に
掲
げ
る
資
産
等
に
つ
い
て
、
当
該
資
産
等
の
区
分
に
応
じ
当
該
各
号
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
た
資
産
等
報
告

書
を
、
同
日
か
ら
起
算
し
て
百
日
を
経
過
す
る
日
ま
で
に
、
各
本
属
長
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

２ 

前
項
の
規
定
に
違
反
し
て
報
告
書
を
提
出
せ
ず
、
又
は
虚
偽
の
報
告
を
し
た
者
は
、
百
万
円
以
下
の
過
料
に
処
す
る
。 

３ 

第
六
条
第
三
項
、
第
八
条
及
び
第
九
条
第
二
項
の
規
定
は
、
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
提
出
さ
れ
た
資
産
等
報
告
書
に
つ
い

て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
第
六
条
第
三
項
中
「
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
資
産
等
報
告
書
の
提
出
を
受
け
た
と
き

又
は
前
項
の
規
定
に
よ
り
資
産
等
補
充
報
告
書
の
提
出
を
受
け
た
と
き
は
、
当
該
資
産
等
報
告
書
又
は
当
該
資
産
等
補
充
報

告
書
の
写
し
」
と
あ
る
の
は
「
附
則
第
二
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
資
産
等
報
告
書
の
提
出
を
受
け
た
と
き
は
、
そ
の
写

し
」
と
、
第
八
条
第
一
項
中
「
前
三
条
の
規
定
に
よ
り
提
出
さ
れ
た
贈
与
等
報
告
書
、
資
産
等
報
告
書
及
び
資
産
等
補
充
報

告
書
並
び
に
給
与
外
収
入
等
報
告
書
」
と
あ
る
の
は
「
附
則
第
二
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
提
出
さ
れ
た
資
産
等
報
告
書
」



 
 

 

一
一 

と
、
同
条
第
二
項
中
「
贈
与
等
報
告
書
、
資
産
等
報
告
書
及
び
資
産
等
補
充
報
告
書
並
び
に
給
与
外
収
入
等
報
告
書
」
と
あ

る
の
は
「
資
産
等
報
告
書
」
と
、
第
九
条
第
二
項
第
一
号
中
「
第
五
条
第
二
項
、
第
六
条
第
三
項
及
び
第
七
条
第
二
項
」
と

あ
る
の
は
「
附
則
第
二
条
第
一
項
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。 

（
国
会
に
置
か
れ
る
機
関
の
休
日
に
関
す
る
法
律
の
一
部
改
正
） 

第
三
条 

国
会
に
置
か
れ
る
機
関
の
休
日
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
六
十
三
年
法
律
第
百
五
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す

る
。 

 

第
一
条
第
二
項
中
「
各
議
院
に
置
か
れ
る
機
関
」
を
「
国
会
又
は
各
議
院
に
置
か
れ
る
機
関
」
に
改
め
る
。 





 
 

 

一
三 

理 

由 
国
会
職
員
の
職
務
の
執
行
の
公
正
さ
に
対
す
る
国
民
の
疑
惑
や
不
信
を
招
く
よ
う
な
行
為
を
防
止
し
、
公
務
に
対
す
る
国
民

の
信
頼
を
確
保
す
る
た
め
、
国
会
職
員
倫
理
規
程
の
制
定
、
幹
部
国
会
職
員
に
係
る
贈
与
、
資
産
、
給
与
外
収
入
等
の
報
告
及

び
公
開
、
国
会
職
員
倫
理
審
査
会
の
設
置
等
国
会
職
員
の
職
務
に
係
る
倫
理
の
保
持
に
資
す
る
た
め
の
措
置
を
講
ず
る
必
要
が

あ
る
。
こ
れ
が
、
こ
の
法
律
案
を
提
出
す
る
理
由
で
あ
る
。 


